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2021 年 10 月号 
 

山で遊ぼう！アミーゴ自然塾！！ 
 

 コロナ禍での放課後の時間  

新型コロナウィルス感染症による様々な影響は、2021 年度になっても続いています。 

学童クラブや児童センターで過ごす放課後の時間や、夏休みの一日の生活にも大きな影響を与えました。 

小学校ではタブレットによるオンライン授業が始まるなどの対策が進みましたが、限られた場所に子ども達

が集まる学童クラブや児童センターでは、どうしても子ども同士の距離も近くなりがちです。 

 手洗い、うがい、施設の消毒はもちろんですが、学童クラブ、児童センターでの行事、イベントを当面見

合わせたり、児童センターの利用時間を区切ったり、子ども達にも我慢をしてもらう場面も多くあります。 

その中でも、少しでも子ども達にとって良い放課後になるよう、色々な工夫をしながら子ども達を迎えてい

ます。 

また、日々感染症対策が進み、来年にはこれまで休止していた団体活動の再開を目指し、各実行委

員会等にて実施検討をすすめています。今回のアミーゴ通信は、現在のところお休みしている「山で

遊ぼう！ アミーゴ自然塾」について、皆様にご紹介します。 

 

アミーゴ自然塾とは？  

 学童クラブを卒所した子ども達が、地域に出てからも仲間たちと会える場を作りたい、それも自然の

中で家族と離れた時間を過ごすことで、ひと回りもふた回りも大きくなれる時間になるのではないか、

そんな思いからアミーゴ自然塾はスタートしました。これまで、東京都日の出町、日ノ出山のふもとに

位置する滝本地区や山梨県塩山で、二泊三日のキャンプを行ってきました。 

 

 卒所した 5年生、6 年生はもちろんですが、中学生になった OBやOGの子ども達も参加し、いわゆ

る「プレイリーダー」達が自然に育っていく場になっています。また高校生になるとスタッフとして参

加協力をしてくれる人も増えてきました。 

 

 私たちは、学童クラブや児童センターの運営を通して、乳幼児から高校生の年代まで幅広く関わって

います。出来れば彼らが地域に出てからのその先までも継続して関われることを、私達は大切にしてい

ます。だからこそ、学童クラブの卒所生が集える場所を持つことはとても意味があり、またその中で中

高生やその上の年代になっても関係を紡いでいける、この「アミーゴ自然塾」を来年こそはぜひ再開し、

その先も続けていきます。 
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これまでの活動の様子 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝本(宿泊場所)に

到着！ひと休み♪ 

 

みんなでテント設営！

ここで寝るよ～Zzz 

自然塾名物･･･ 

火起こし！！！ 

 

 

薪割りにも挑戦！ 

 

待ちにまった自然塾のはじまりです！ 

滝本に着くと、子ども達が２泊３日の生活

する場を協力してつくります。 

寝るためのテントを張ったり、ごはん作り

やお風呂に入るために火を起こしたり… 

さぁ、今年の自然塾はどんな自然塾になる

かなぁ！ 
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少し険しい場所を超えたら秘密の場所に到着で

す。自然の滝に打たれることなんて、なかなか

ないですよね！ 

自然のままの場所で水遊び、結構ハードなんで

すよ。でも小さいケガはしても、みんな学童の

生活の中で「うまい転び方」を会得しているか

ら、大きなケガから身を守る術を持っている子

が多いんです。 

自然塾といったら･･･ 

川あそび！！！ 

毎日のご飯メニューもみんなで考えて担当し

て作ります。たくさん遊んだあとにみんなで食

べるご飯は格別です♪ 
アミーゴ名物、ドラム缶風呂 

 

はぁ～いい湯だなぁ～ 

あたたまる～！！ 
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子どもアミーゴ西東京 「私たちが目指すもの」 

１．子どもにとって安心安全な社会をつくる。 

２．子どもを含むさまざまな世代の参画をすすめ、子どもを中心においた支えあいの地域をつくる。 

３．子育ての責任を安易に家庭に押し付けず、課題を抱えた家庭が地域とつながる家庭支援を行う。 

４．地域の構成員として子どもを明確に位置づけ、社会的自立に向けた成長を支援する。 

５．子どもを社会で育てるための条件整備者としての行政の責務を明確にし、積極的に協働型の地域づく

りに関わる。 

 

 
アミーゴ通信 2021 年 10 月号 

発行日：2021 年 10 月 1 日    発行者：松本 毅 

住 所：西東京市西原町1-5-13-101  電 話：042-478-0056   e-mail：info@kodomoamigo.org 

 

自分たちで取ってきた竹を割って名前を書き、フラッグに付けます。フラッ

グには毎年楽しかった思い出や参加者の名前が増えていきます。 

 

自然塾特集号、いかがでしたか？ 

2泊 3日の旅を終えた子ども達は、少しだけ、でも確実に 

たくましくなって家族のもとへ帰っていきます。 

これからも仲間と素敵な体験ができる自然塾を 

子どもアミーゴはつくっていこうと思います。 

来年こそ、みなさんとお会いできるのを楽しみにしています。 

 


